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◆ 学会報告 
1)  在田幸太郎，村上 純，和田暁法，杉山敏郎．小児期発症の染色体異常を伴う造血不全に対する血縁者間同種骨髄
移植．第 40 回日本造血細胞移植学会総会；2018 Feb 1-3；札幌． 
2)  江口基紀，和田暁法，在田幸太郎，村上 純，杉山敏郎．自家移植後にマルチパラメーターフローサイトメトリー
を用いて微小残存病変測定を施行した多発性骨髄腫例．第 40 回日本造血細胞移植学会総会；2018 Feb 1-3；札幌． 
3)  加藤憲穏，米原帆乃夏，吉田優真，木村あい，中本敬子，川田明美，柏﨑由美，在田幸太郎，和田暁法，村上 純．
内科混合病棟における擦式手指用アルコール剤を使用した手指衛生の実態調査．第 40 回日本造血細胞移植学会総
会；2018 Feb 1-3；札幌． 
4)  中山優吏佳，在田幸太郎，島田清太郎，江口基紀，和田暁法，村上 純，杉山敏郎．骨髄線維症に対するルキソリ
チニブ投与中に生じたシイタケ腐敗病菌菌血症と脾膿瘍．第 234 回日本内科学会北陸地方会；2018 Mar 18；福井． 
5)  大槻晋也，安村 敏，道野淳子，中出祥代，佐竹伊津子，富山隆介，吉田隼太，島 京子，在田幸太郎，和田暁法，
村上 純，北島 勲．RhD 陰性患者への不適合輸血の対応について．第 66 回日本輸血・細胞治療学会総会；2018 May 
24-26；宇都宮． 
6)  富山隆介，安村 敏，大槻晋也，吉田隼太，佐竹伊津子，中出祥代，道野淳子，島 京子，在田幸太郎，和田暁法，
村上 純，北島 勲．外来輸血において輸血手帳の運用による安全な輸血への取り組み．第 66 回日本輸血・細胞治
療学会総会；2018 May 24-26；宇都宮． 
7)  古川史奈，牧野輝彦，竹本景太，清水忠道，在田幸太郎．マントル細胞リンパ腫に伴った皮膚サルコイド反応の 1
例．第 117 回日本皮膚科学会総会；2018 May 31-Jun 3；広島． 
8)  若林奈央，牧野輝彦，竹本景太，在田幸太郎，清水忠道．Parakeratosis variegata を呈した成人 T 細胞白血病／リンパ
腫の 1 例．第 117 回日本皮膚科学会総会；2018 May 31-Jun 3；広島． 
9)  梶川清芽，在田幸太郎，中山優吏佳，村上 純，江口基紀，和田暁法，杉山敏郎．稽留流産を契機に診断されたア
グレッシブ NK 細胞白血病．第 58 回日本リンパ網内系学会総会；2018 Jun 28-30；名古屋． 
10)  米田徳子，伊藤実香，福田香織，在田幸太郎，野村恵子，米田 哲，塩崎有宏，齋藤 滋．血友病 A ならびに B 保
因者妊婦 2 例への遺伝カウンセリング．第 42 回日本遺伝カウンセリング学会学術集会；2018 Jun 28-Jul 1；仙台． 
11)  滝澤大輝，村上 純，在田幸太郎，和田暁法，佐藤 勉．リツキシマブが奏効した関節リウマチ合併免疫性血小板
減少性紫斑病．第 36 回血液学会北陸地方会；2018 Jul 28；金沢． 
12)  村上 純，在田幸太郎，和田暁法，佐藤 勉．鉄欠乏に伴う反応性血小板増加の症例．第 42 回日本鉄バイオサイエ
ンス学会学術集会；2018 Sep 1-2；金沢． 
13)  村井沙耶佳，在田幸太郎，和田暁法，村上 純，佐藤 勉．胃潰瘍性病変に共存した胃癌と心臓原発びまん性大細
胞型 B 細胞リンパ腫の合併例．第 236 回日本内科学会北陸地方会；2018 Sep 30；富山． 
14)  和田暁法，江口基紀，在田幸太郎，村上 純，杉山敏郎，佐藤 勉，山﨑悠紀，林 伸一，高松博幸．髄外腫瘤増
悪に対し DLd による再寛解導入を施行した多発骨髄腫例（Re-induction of multiple myeloma with extramedullary 
progression by using DLd regimen）．第 80 回日本血液学会学術集会；2018 Oct 12-14；大阪． 
15)  中山優吏佳，在田幸太郎，梶川清芽，村上 純，中嶋隆彦，井村穣二，渡辺騏七郎，和田暁法，杉山敏郎，佐藤 勉．
Spontaneous regression of breast diffuse large B-cell lymphoma after needle biopsy．第 80 回日本血液学会学術集会；2018 
Oct 12-14；大阪． 
16)  道野淳子，安村 敏，佐竹伊津子，中出祥代，富山隆介，吉田隼太，大槻晋也，山本由加里，村上 純，和田暁法，
北島 勲．reference laboratory としての腎移植・輸血検査の現状．第 36 回日本輸血・細胞治療学会北陸支部例会；
2018 Nov 10；高岡． 
17)  杉江奈々，在田幸太郎，上野智浩，仁井見英樹，北島 勲．術後止血困難を来した先天性第 X 因子欠乏症ヘテロ接
合型の 1 例．第 65 回日本臨床検査医学学術集会；2018 Nov 15-18；東京． 
 
◆ その他 
1)  佐藤 勉．血液内科医を志す学生を育てる．北日本新聞．2018 Jun 9． 
2)  佐藤 勉．造血器腫瘍の遺伝子検査や創薬研究でワンランク上をめざす．医心．2018 Oct；69：20-4． 
3)  佐藤 勉．ワンランク上のキャリア形成．第 1 回富山大学専門研修プログラム説明会；2018 Jun 1；富山． 
4)  佐藤 勉．Better Bone Health for Lymphoma Survivors．第一三共社内研修会；2018 Jul 9；富山． 
5)  佐藤 勉．DPP8 阻害剤による骨髄腫治療の可能性．新規 DPP8/9 阻害剤による多発性骨髄腫治療薬開発に向けたア
カデミア創薬キックオフミーティング；2018 Aug 7；東京． 
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6)  佐藤 勉．悪性リンパ腫の病態と治療．協和発酵キリン社内研修会；2018 Aug 27；富山． 
7)  佐藤 勉．CML 治療の経験．ノバルティスファーマ社内研修会；2018 Sep 6；富山． 
8)  佐藤 勉．アカデミア創薬を目指す DPP8 阻害を機序とする多発性骨髄腫の新規治療法．Toyama Academic GALA 
2018；2018 Sep 14；富山． 
9)  佐藤 勉．T 細胞リンパ腫と多発性骨髄腫．セルジーン社内研修会；2018 Oct 1；富山． 
10)  佐藤 勉．FLT3 の変異と阻害剤．アステラス社内研修会；2018 Oct 29；富山． 
11)  佐藤 勉．ワンランク上の血液内科を目指して．第 87 回富山大学医学会学術集会教授就任記念講演会；2018 Oct 31；
富山． 
12)  佐藤 勉．大学病院らしいワンランク上の血液内科を目指して．第 9 回富山大学第三内科関連病院連携臨床・研究
カンファレンス；2018 Nov 10；富山． 
13)  佐藤 勉．最新の悪性リンパ腫治療．第 53 回地域医療連携研修会；2018 Nov 12；富山． 
14)  佐藤 勉．ワンランク上の診療そして人材育成．平成 30 年度富山大学附属病院関連病院長懇談会総会；2018 Nov 16；
富山． 
15)  佐藤 勉．血友病患者さんの就業環境と治療の重要性．血液希少疾患医療関係者向け公開セミナー〜血友病ってど
んな病気？〜；2018 Nov 30；富山． 
16)  佐藤 勉．細胞死と活性酸素―ネクローシスからアポトーシスそしてオートファジーへ―．第 446 回放射線基礎医
学セミナー；2018 Dec 5；富山． 
17)  佐藤 勉．B 細胞性腫瘍における BCR pathway 阻害剤．第 1 回北陸 B 細胞性腫瘍の会；2018 Dec 8；富山． 
18)  佐藤 勉．血液内科と地域医療連携．第 3 回地域医療連携懇話会；2018 Dec 20；富山． 
19)  佐藤 勉．多発性骨髄腫に対するアカデミア創薬―新規 DPP8 阻害剤の開発と治療応用―．共同研究ミーティング
（ファイザー）；2018 Dec 21；富山． 
20)  村上 純．治療に難渋した ITP の 1 例．リツキサン適応拡大記念講演会；2018 Feb 17；金沢． 
21)  村上 純．造血幹細胞移植の進歩－当院での取り組み．第 53 回地域医療連携研修会；2018 Nov 12；富山． 
22)  和田暁法．髄外病変再燃に対する DLd 再寛解導入例．Hematology Forum in Toyama；2018 Mar 2；富山． 
23)  和田暁法．多発性骨髄腫における治療戦略．Multiple Myeloma Research & Clinical Seminar；2018 Mar 9；金沢． 
24)  和田暁法．第 1 世代 TKI における休薬の経験．CML Scientific Seminar；2018 Mar 16；金沢． 
25)  和田暁法．多発性骨髄腫における最新治療．セルジーン株式会社社内講演会；2018 Apr 12；金沢． 
26)  和田暁法．高齢者 RRMM に対する ELd 長期投与例．富山県血液疾患講演会；2018 Jun 15；富山． 
27)  和田暁法．3 系統の増加を来している若年真性多血症．MPN seminar；2018 Sep 21；富山． 
28)  和田暁法．Late line における Kd 療法長期奏功例．多発性骨髄腫最新治療講演会 in 富山；2018 Oct 19；富山． 
29)  和田暁法．多発性骨髄腫における治療選択．北信越血液疾患懇話会；2018 Nov 15；上越． 
30)  在田幸太郎．スライドカンファレンス 3：針生検後完全消失し 2 年無再発の乳腺原発びまん性大細胞型 B 細胞リン
パ腫．第 33 回悪性リンパ腫治療研究会；2018 Mar 3-4；松江． 
31)  在田幸太郎．合併症を有する骨髄線維症患者に対するルキソリチニブによる治療経験．Novartis Hematology JAK web 
seminar；2018 Jun 4；富山． 
32)  在田幸太郎．Ponatinib が有効であった Dasatinib 抵抗性高齢者再発 Ph+ALL．Otsuka Hematology Forum 2018；2018 Jul 
6；富山． 
33)  在田幸太郎．DLBCL 治療後の治療関連 AML に対しアザシチジン投与中に出現したリンパ節腫脹．富山リンパ腫の
会 2018；2018 Sep 7；富山． 
34)  在田幸太郎．骨髄線維症患者に生じたまれな感染症．富山血液感染症講演会；2018 Oct 5；富山． 
35)  在田幸太郎．造血器腫瘍．富山県診療情報管理研究会；2018 Oct 20；富山． 
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